
別記様式(第 7条関係) 

 

 

会　議　録 

 

1　会議の名称　富士川町歴史文化館運営検討委員会 

 

2　会議日時　　令和8年 7月 9日(木)　14 時から 15時 

 

3　開催場所　　富士川町役場　2階会議室 201 

 

4　出席者数　　(1)　委員　　8名 

(2)　事務局　4名 

 

5　議題　　　　①来館者数等について 

②施設運営について 

③令和 8年度企画展の内容について 

　　　　　　　 ④その他 

 

6　委員会内容 

　(1) 開会 

　(2) 委員長あいさつ 

(3) 議事 

　　　①来館者数等について 

②施設運営について 

③令和 8年度企画展の内容について 

　　④その他 

(4) 閉会 

　  

7　発言の内容 

①来館者数等について 

事務局　来館者数等について、資料を用いて説明。 

　　　　　令和 8年 3月末時点で 27,812 名の来館者があった。また令和 8年 6月

末時点では 29,422 名の来館者があった。令和 7年度企画展を 1月に行

ったため 1月の来館者数が増えている。団体見学の予約も多く、ボラン



ティアガイドの皆さんに対応いただいている。 

  

委　員　見学者からの感想や反応はどういったものか。 

 

委　員　見学者からの感想やお礼の手紙等は塩の華へ直接届いている。最初に見

学に来た時に内容がいいと感じ毎年恒例で見学を予定してくれている

学校もある。子どもたちも楽しめるようにボランティアガイドで展示内

容のクイズや子供向け冊子を作成し見学の対応を行っている。 

 

委　員　令和 7年度の見学団体にドイツのスポーツ合宿とあるがどのように対応

したのか。 

 

委　員　通訳の方も一緒に来館したため簡単に説明しながら見学していただいた。

これまでも海外の方の来館があったがガイドが翻訳アプリ等で対応し

ていた。現在は大まかな説明の英訳文を配布できるように設置している。 

 

委　員　今後も多言語への対応が必要になっていく。 

 

事務局　検討していく。 

 

②　施設運営について 

事務局　昨年 12月の定例議会において塩の華の運営に関する一般質問がありま

した。そこで来館者に関する調査を行い、9時～10時、16時～17時の

来館者数が少ないという事がわかりました。このことから冬季期間（11

月～3月）の開館時間を 10時～16時としたいと考えています。 

 また現在月曜日が祝日の場合は開館し、翌火曜日も通常開館しています

が、他の町営施設と合わせ翌火曜日を閉館としたいと考えています。 

 条例により定まっているが当面の間は試行期間とし実施予定です。 

 

委　員　意見無し 

 

承認された 

 

 

 



③令和 8年度企画展の内容について　 

事務局　令和 8年度企画展の内容について、資料を用いて説明。 

令和 8年度から旧□米学校校舎の修理工事が始まるにあたり、民俗資料

館として展示している収蔵品を搬出することになっているため塩の華

で展示が可能となる。県の指定文化財でもある旧□米学校校舎や、青い

目の人形に関連した企画展を提案します。 

 

委　員　太鼓堂には実際に入ったことのない人も多い。県内外多くの方に知って

もらえるいい機会になると思うのでぜひ企画展を実施してもらいたい。 

 

委　員　太鼓堂展は道の駅でも行っているため太鼓堂の展示品を並べるだけでは

目新しさがない。太鼓堂の修理が完了したときにも改めて建物を含めた

PRを検討するべき。 

 

事務局　太鼓堂の修理計画について概要を説明。 

 修理後の活用や PRについて委員会を立ち上げ検討していく。 

 

承認された 

 

 

④その他　 

委　員　ボランティアガイドからの意見として資料を用いて説明。 

 ⒈企画展に対する改善案 

 　階段へ手すりの設置、車いすの準備、展示方法・広報の工夫、企画展

の早期計画・開催回数の増加。 

 ⒉令和 8年度企画展について 

 　旧□米学校校舎の歴史、ガリ版の体験、希望者による他の藤村式建築

の見学ツアー（有料）。またメインとなるテーマを決めて実施できると

よい。例えば青い目の人形展や藤村式建築を特集するなど。 

 ⒊今後の企画展案 

 　企画展のテーマに合わせた講演会の実施。昭和 100 年の鰍沢増穂地区

の昭和時代の生活写真展。舟運の船に乗った著名人の紹介。各地域の特

色があるもの。館名にまつわる塩について。富士川町の人物スポーツ編、

熊王徳平氏の「狐と狸」塩澤清氏の「ガキ大将行進曲」映画観賞会など 

 あくまでボランティアガイドの意見・案として検討していただきたい。 



 

事務局　館内の手すり設置については予算を鑑み検討中。車いすは確保のめどが

ついたため準備中です。 

 

委　員　企画展の回数については今後の課題となってくる。同時期に完成した町

立図書館と比べ職員の配置や企画展の回数が不足していると感じる。企

画展は理想を言えば四季ごと、難しければせめて上期・下期の開催をお

願いしたい。 

 

委　員　大々的な企画展ではなくても、企画展案の中にある「村田一夫写真展」

や「人物館作品展」など簡易的な企画展からであれば実施していけるの

ではないか。また図書館で行われている企画展との連携も進めてほしい。 

 

事務局　検討していく 

 

委　員　令和 7年度企画展のチラシについて関係各所等、様々なところに設置し

てありとてもいいと感じた。 

 

委　員　企画展案について富士川町出身のスポーツ選手展はぜひ実施してほしい。

現役で活躍する選手の 1日館長や講演会など企画が考えられる。 

 

館　長　最近は人物館で紹介している方々がテレビ等で取り上げられる機会も多

くなっている。歴史館に比べて来館者が少ない現状もあるため、人物館

にまつわる企画も検討していきたい。 

 

委　員　子どもたちの見学も多い施設なので体験型の展示も増やしていただきた

い。 

 

事務局　検討していく。 

 

 


